
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ロール状に巻回された長尺の感光材料を引き出して、この長尺の感光材料に連続して像様
露光する露光部と、露光済感光材料を巻取スプールに巻き取る巻取部とを有する画像記録
装置であって、
前記巻取スプールは、露光済感光材料を巻き取る円筒状のスプール本体と、スプール本体
に前記感光材料の幅に応じた取付位置に取り付けられる規制フランジと、この規制フラン
ジの取付機構とを有し、
前記スプール本体は、外周上の対極位置に前記感光材料の幅に応じて前記スプール本体の
中心軸に垂直な方向に形成された互いに平行な複数列の対をなす巻取スプール溝と、この
対をなす巻取スプール溝を結ぶ中心線に対して垂直な外周上の位置に前記中心軸に沿って
形成された回転防止用長孔とを有し、
前記規制フランジ取付機構は、前記規制フランジに一方向のみに摺動可能に取り付けられ
、前記スプール本体の外周上の前記一対の巻取スプール溝に嵌合するコの字型摺動板と、
前記規制フランジに前記一方向のみに摺動可能に取り付けられ、前記スプール本体の前記
回転防止用長孔に嵌入される回転防止ピンと、前記摺動板および前記回転防止用ピンを前
記規制フランジの中心方向に付勢する付勢手段を具備し、
前記感光材料の幅に応じて形成される複数列のスプール溝対と前記回転防止用長孔との組
み合わせを前記スプール本体に所定角度離して複数組設けたことを特徴とする画像記録装
置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、長尺の感光材料に連続的に画像露光を行い、未現像のまま感光材料を巻き取る
分離型システム用の画像記録装置に関する。より詳しくは、各種の感光材料に対応可能な
巻取スプールを有する画像記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ネガフィルム、リバーサルフィルム等の写真フィルム（以下、フィルムとする）に撮影さ
れた画像を印画紙等の感光材料に記録（焼付露光）し、現像処理を行って仕上りプリント
を作製する装置においては、ロール状に巻回された長尺な感光材料を用いて画像記録や現
像処理が行われ、最終的に１枚ごとに切断されて仕上りプリントとされる。このような処
理を行う装置の一つとして、分離型システム（いわゆる大ラボ）の画像形成装置が挙げら
れる。この分離型システムは、大量のプリント作製を行う大規模な現像所等に対応する装
置であって、感光材料への画像記録と、現像処理、切断および仕分け等とを、それぞれ別
々の装置で行うものである。
このような分離型システムでは、画像記録した感光材料を現像装置に搬送・装填するため
に、露光済の感光材料を一旦巻き取る必要があるため、その芯棒となるスプール本体と、
このスプール本体に垂直に設けられて感光材料の側端を規制する円板状の規制フランジと
を有する巻取スプールを備えた巻取機が用いられている。
【０００３】
一般に、画像記録装置においては、コマパンチ（画像位置情報）やソートパンチ（仕分け
情報）の形成装置による感光材料上のパンチ形成位置や裏印字装置による裏印字位置を感
光材料の紙幅によらず一定の位置とするための基準として、感光材料の幅方向の一端面を
用いる方法と感光材料の紙幅の中心を用いる方法との２通りが一般に行われている。こう
することにより、画像記録装置や現像装置においてコマパンチやソートパンチなどを検出
するセンサの取付位置を感光材料の紙幅に応じて移動し、調整する必要がなくなるという
利点がある。
【０００４】
このうち、基準位置を感光材料の幅方向の中心とする画像記録装置においては、感光材料
の幅によらず、感光材料幅方向の中心を基準として（以下、センター基準ともいう）搬送
され、画像露光、コマ情報の形成、ソート情報の形成等の各種処理が行われている。
このため、巻取機では、感光材料の幅の変更に伴い、巻取スプールの規制フランジの位置
を感光材料の側端を規制しうるように設定し直す必要が生じる。
そこで、巻取スプールの本体部分に各種感光材料の幅に合わせた互いに平行な複数本の溝
を形成し、規制フランジを所望の溝に嵌合することにより、感光材料幅の変更への対応を
可能とした巻取スプールが広く用いられている。
【０００５】
ところが、プリントサイズやその系列は、紙サイズ同様、各国によって異なっている。ま
た、近年の感光材料種類の多様化に伴い、感光材料の幅も多様化してきている。このため
、幅が同一ではないが、非常に近接しているような場合も生じてきている。例えば、感光
材料の幅が、１１７ｍｍと１２０ｍｍの場合や１２７ｍｍと１３０ｍｍの場合などのよう
に両者の紙幅の差が小さい時、従来の巻取スプールでは双方の溝を形成しようとすると、
互いの溝が重複し、１本の溝として繋がってしまい、規制フランジをスプール本体に機械
的に設定できないという問題があった。このため、双方の溝をそれぞれ別個に形成した複
数の巻取スプールを作製し、それぞれ別個の巻取機に取り付け、専用の画像記録装置とし
、感光材料を紙幅に応じて使い分けねばならないため、複数の画像記録装置を用意しなけ
ればならないし、あるいは巻取機から分解して取り外し、紙幅に応じて交換し、取り付け
直さなければならず、感光材料の幅の変更に長時間を要してしまうという問題があった。
さらには、仕向地別に、用いられる感光材料の紙幅に合わせた溝がスプール本体に形成さ
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れた巻取スプールを別々に何種類も作製しなければならないという問題があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、ロール状の感光材料を用い、未現像のまま感光材料を巻き取る分離型システム
用の巻取型画像記録装置で、感光材料がセンター基準で搬送される画像記録装置において
、プリントサイズやその系列や感光材料幅が異なる仕向地別の作り分けをする必要がなく
、感光材料の幅の変更に対する巻取スプールの設定変更が極めて簡便で、かつ、幅が近接
した感光材料に対しても同様の簡便な操作で設定変更が可能な画像記録装置を提供するこ
とを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために本発明は、ロール状に巻回された長尺の感光材料を引き出して
、この長尺の感光材料に連続して像様露光する露光部と、露光済感光材料を巻取スプール
に巻き取る巻取部とを有する画像記録装置であって、
前記巻取スプールは、露光済感光材料を巻き取る円筒状のスプール本体と、スプール本体
に前記感光材料の幅に応じた取付位置に取り付けられる規制フランジと、この規制フラン
ジの取付機構とを有し、前記スプール本体は、外周上の対極位置に前記感光材料の幅に応
じて前記スプール本体の中心軸に垂直な方向に形成された互いに平行な複数列の対をなす
巻取スプール溝と、この対をなす巻取スプール溝を結ぶ中心線に対して垂直な外周上の位
置に前記中心軸に沿って形成された回転防止用長孔とを有し、前記規制フランジ取付機構
は、前記規制フランジに一方向のみに摺動可能に取り付けられ、前記スプール本体の外周
上の前記一対の巻取スプール溝に嵌合するコの字型摺動板と、前記規制フランジに前記一
方向のみに摺動可能に取り付けられ、前記スプール本体の前記回転防止用長孔に嵌入され
る回転防止ピンと、前記摺動板および前記回転防止用ピンを前記規制フランジの中心方向
に付勢する付勢手段を具備し、前記感光材料の幅に応じて形成される複数列のスプール溝
対と前記回転防止用長孔との組み合わせを前記スプール本体に所定角度離して複数組設け
たことを特徴とする画像記録装置を提供する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の画像記録装置について、添付の図面に示される好適実施例に基づいて詳細
に説明する。
【０００９】
図１に、本発明の画像記録装置の１態様の概略図が示される。
図１に示される画像記録装置１２は、デジタル露光を利用する写真焼付装置、すなわち、
フィルムに記録された画像を光電的に読み取ってデジタル信号とした後、画像処理を施し
て露光条件を決定して記録用の画像情報とし、この画像情報に応じて変調した記録光によ
って感光材料を走査露光して画像を記録するデジタルフォトプリンタに対応する画像記録
装置であって、フィルムスキャナー等の画像読取装置で読み取られ、読み取られた画像に
応じてセットアップ装置で決定された露光条件（画像記録条件）に応じて、光ビーム走査
露光によって感光材料Ａを走査露光して画像を形成する。
【００１０】
デジタルフォトプリンタは、従来の直接露光による装置に比して、オペレータによる露光
条件の決定、フィルタ等の調整が不要で、１画像当たりの露光が短時間であり、また、露
光時間もサイズに応じて一定である上に、画像合成等の編集レイアウトや、色／濃度調整
や変倍率等の画像処理も自由に行うことができ、また、フィルムに記録されている画像情
報をほぼ１００％再生したプリントが出力可能である等、各種の利点を有する。このよう
なデジタルフォトプリンタについては、本出願人による特開平６－２１７０９１号、同６
－２３３０５２号、同６－２４５０６２号の各公報に詳述されている。
なお、本発明の画像記録装置においては、露光方法はこのようなデジタル露光（光ビーム
走査露光）に限定はされず、フィルムの投影光や原稿の反射光を感光材料Ａに照射して露

10

20

30

40

50

(3) JP 3628456 B2 2005.3.9



光する、アナログ露光（直接露光）を用いてもよいのはもちろんである。
【００１１】
図１に示される画像記録装置１２は、露光済の感光材料Ａを未現像で巻き取る、分離型シ
ステムに対応する巻取型装置であって、基本的に、焼付搬送装置２２、光ビー 走査装置
２４、制御基板や電源部等が収納される電装部２０からなる装置本体１１に、巻取部７２
を有して構成される。
【００１２】
図２に画像記録装置１２の部分拡大概略図が、それぞれ示される。
前述のように、装置本体１１は、焼付搬送装置２２と、光ビーム走査装置２４と、電装部
２０とから構成される。
【００１３】
焼付搬送装置２２は、ロール状に巻回された感光材料Ａを引き出して所定の経路を搬送し
つつ、画像位置情報の記録、画像露光（焼き付け）、バックプリント等を行う装置で、感
光材料供給部２６、画像位置情報を記録する画像位置情報形成部２８、露光部３０、バッ
クプリント部３２、リザーバ３４、排出部７６および感光材料Ａをこれらの部位を経た所
定経路で搬送する搬送手段とを有するものである。
【００１４】
感光材料供給部２６は、ロール状に巻回された感光材料Ａを遮光性の筐体に収納してなる
感光材料マガジン２７を装填する部分であって、図示例の装置では、好ましい態様として
、焼付搬送装置２２の上部で、露光部３０と光ビーム走査装置２４とからなる露光手段の
側方に位置する。
感光材料供給部２６の構成には特に限定はなく、ロール状に巻回された感光材料Ａを利用
する公知の画像記録装置における各種の構成が利用可能である。
【００１５】
感光材料供給部２６の感光材料Ａの搬送方向の下流（以下、下流とする）には、下流方向
に向かって、引き出しローラ対３６、センサ３８、ガイド４０が配置され、さらに第１ル
ープ形成部４２が配置される。
引き出しローラ対３６は、感光材料供給部２６に装填された感光材料マガジン２７から感
光材料Ａを引き出すものである。この引き出しローラ対３６は、ソレノイド等によって接
離することで感光材料Ａを挟持および開放自在に構成され、感光材料マガジン２７交換等
の際におけるマガジンの取り外しおよび感光材料Ａの通紙を容易にする。
センサ３８は、ローディング（感光材料Ａの通紙）やリワインド（感光材料Ａの感光材料
マガジン２７への巻き取り）の際等に感光材料Ａの有無を検出するためのものである。な
お、このセンサ３８も含め、本発明の画像記録装置１０に使用されるセンサには特に限定
はなく、光学的なセンサや機械的なセンサ等、シート状物の検出に使用される公知のセン
サが全て利用可能である。
ガイド４０は、感光材料供給部２６に装填された感光材料マガジン２７の感光材料Ａのサ
イズ（幅）に応じて、幅を調整する。なお、これに関しては、ガイド５２ａ、５２ｂ、９
０、１０４、１２２および１５２も同様である。
【００１６】
第１ループ形成部４２は、感光材料Ａのループ（弛み）を形成することによって、下流に
配置される画像位置情報形成部２８による感光材料Ａの搬送および停止等を吸収する部分
であって、搬送ローラ４４と、感光材料Ａをガイド４０から画像位置情報形成部２８に案
内するための案内ローラ４６および４８と、ガイド４９と、センサ５２とを有する。
【００１７】
ガイド４９は、モータ４９Ｍによって移動可能に構成されており、感光材料Ａの通紙の際
には、案内ローラ４６から案内ローラ４８まで感光材料Ａを案内するように位置し（閉塞
）、通常時は図２に示されるようにループから退避する位置に配置される（開放）。また
、このガイド４９は、感光材料Ａを案内ローラ４６から案内ローラ４８まで案内する位置
に配置された際に搬送ローラ４４に当接する従動ローラ（図示省略）を有しており、通紙
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時には搬送ローラ４４とこの従動ローラとで感光材料Ａを挟持して搬送する。
センサ５２は、第１ループ形成部４２に所定の大きさ ループが形成されていることを検
出するものであり、前述の引き出しローラ対３６は、このセンサ５２によるループの検出
結果に応じて、センサ５２でループが検出されなくなると所定量の感光材料Ａを感光材料
マガジン２７から送り出す。
【００１８】
第１ループ形成部４２の下流には、画像位置情報形成部２８が配置される。
デジタルフォトプリンタに対応する画像 装置１２においては、処理の途中で感光材料
Ａが切断されることはなく、帯状のままで連続的に画像記録や現像処理が行われ、最後に
切断されて仕上りプリントとされる。そのため、後に行われる感光材料Ａの切断、露光や
バックプリントの位置決めのため、プリント一枚毎の位置情報（いわゆるコマ情報）や、
例えば２４枚、３６枚等のフィルム一本分等の適宜設定された単位枚数毎の位置情報（い
わゆるソート情報）等の画像位置情報を形成する必要がある。
画像位置情報形成部２８は、このコマ情報および／またはソート情報を形成する部位であ
る。
【００１９】
図示例の画像記録装置１２は、例えば四角形の孔を穿孔してコマ情報およびソート情報を
形成するものであって、画像位置情報形成部２８は、コマ情報等を穿孔するパンチ５０と
、パンチ５０の上下流に配置されるガイド５２ａおよび５２ｂと、感光材料Ａの有無等を
検出するセンサ５４とを有する。
パンチ５０は、後述する第２ループ形成部５８の搬送ローラ対５６がプリント一枚分の感
光材料Ａを搬送すると作動して、感光材料Ａを所定形状に穿孔し、プリント１枚に対応す
るコマ情報を形成する。またパンチ５０は、設定されたプリント枚数分のコマ情報を形成
したら、ソート情報を形成する。
【００２０】
図示例の装置においては、パンチ５０を用いて感光材料Ａを穿孔することによってコマ情
報等を形成しているが、本発明はこれに限定はされず、インクリボンを用いた熱転写等の
各種の記録手段を用い、ラインやドット等によるマークを記録することによってコマ情報
等を形成してもよい。
なお、この場合には、画像位置情報形成部２８の位置に後述するバックプリント部３２を
配置し、これにコマ情報等の形成機能を持たせてもよい。
【００２１】
また、図示例の装置では、画像位置情報形成部２８は露光部３０の上流に配置されている
が、本発明はこれに限定はされず、露光部３０の下流側に画像位置情報形成部２８を配置
してもよい。
しかしながら、図示例のように、画像位置情報形成部２８を露光部３０の上流に配置する
ことにより、先に形成されたコマ情報を検出して光ビームＬによる露光開始位置すなわち
感光材料Ａの搬送方向の画像記録位置を決定できるので、プリントの画像位置をより高精
度に制御することができ、また、露光部の下流に画像位置情報形成部２８を配置した場合
に比して、露光部３０まで感光材料Ａの搬送の制御を簡易にでき、装置コストも低減する
ことができる。
【００２２】
画像位置情報形成部２８の下流には、第２ループ形成部５８と、副走査搬送系６０と、第
３ループ形成部６２とを有する露光部３０が配置される。
図示例の装置においては、この露光部３０と、その図中左に配置される光ビーム走査装置
２４とによって露光手段が構成され、光ビーム走査装置２４によって光ビームＬを露光条
件（記録画像）に応じて変調してかつ主走査方向（図中紙面に垂直方向）に偏向走査する
と共に、副走査搬送系６０によって感光材料Ａを所定の露光位置に保持しつつ、主走査方
向と略直交する副走査方向（図中矢印ｂ方向）に感光材料Ａを搬送することにより、光ビ
ームＬによって感光材料Ａを２次元的に走査露光し、潜像を記録する。
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【００２３】
光ビーム走査装置２４は、感光材料Ａの赤（Ｒ）露光、緑（Ｇ）露光および青（Ｂ）露光
に対応する光ビームを射出する光源、ＡＯＭ（音響光学変調器）等の光ビームの変調手段
、ポリゴンミラー（回転多面鏡）等の光偏向器、ｆθレンズ等を有して構成される、公知
の光ビーム走査装置であって、露光条件に応じて変調した光ビームＡを主走査方向に偏向
走査して、副走査搬送系６０によって所定の露光位置に保持される感光材料Ａに入射する
。
【００２４】
一方、露光部３０の副走査搬送系６０は、感光材料Ａを所定の露光位置に保持しつつ、主
走査方向と略直交する副走査方向（矢印ｂ方向）に搬送する露光ドラム８０と、副走査搬
送方向に露光位置を挟んで露光ドラム８０に押圧される２本のニップローラ８２および８
４と、前述のコマ情報を検出して、画像記録位置を検出するセンサ８６と、ガイド９０と
を有するものであり、感光材料Ａは、露光ドラム８０とニップローラ８２および８４とに
よって、副走査搬送される。
なお、ニップローラ８２および８４は露光ドラム８０に接離可能に構成され、副走査搬送
系６０への感光材料Ａの通紙を容易にする。
【００２５】
後に詳述するが、第２ループ形成部５８の感光材料Ａの量が所定量ｘを超えていれば、副
走査搬送系６０によって感光材料Ａが副走査搬送され、先に画像位置情報形成部２８で形
成されたコマ情報がセンサ８６によって検出されることにより、画像記録位置が検出され
、さらに、感光材料Ａの記録開始位置が露光位置（主走査線）まで搬送されると、前述の
ように記録画像に応じて変調された光ビームＬによる感光材料Ａの走査露光が開始される
。
ここで、光ビームＬは主走査方向に偏向され、感光材料Ａは主走査方向と直交する副走査
方向に搬送されているので、結果的に感光材料Ａは光ビームＬによって２次元的に走査さ
れ、全面的に露光される。
【００２６】
ところで、露光の際の副走査搬送の誤差は、そのまま画像のスジムラ等の画質低下につな
がる。そのため、高画質な画像が記録されたプリントを得るためには、副走査搬送系６０
による感光材料Ａの搬送を高精度に行う必要がある。また、記録画像の確定ならびにそれ
に伴うコマ情報等の形成、感光材料Ａの露光、後述するバックプリント等は、それぞれ速
度もタイミングも異なる。
そのため、図示例の画像記録装置１２においては、副走査搬送系６０の上流側に第２ルー
プ形成部５８が、下流側に第３ループ形成部６２が、それぞれ配置され、副走査搬送系６
０の上下流の搬送手段（搬送ローラ対５６および９８）と副走査搬送系６０との間に、感
光材料Ａのループを形成する。
このループ形成部を有することにより、副走査搬送系６０における感光材料Ａの副走査搬
送に、上下流に配置される搬送手段が与える悪影響、いわゆるバックテンションや引っ張
り等を無くして、高精度な感光材料Ａの副走査搬送を可能とし、また、コマ情報の形成、
感光材料Ａの走査露光、バックプリント等を独立した操作として行うことが可能になる。
【００２７】
第２ループ形成部５８は、画像位置情報形成部２８の下流に配置される搬送ローラ対５６
と、ガイド８８およびセンサ９２を有する。
搬送ローラ対５６はパルスモータで駆動されており、前回のコマ情報の形成の後に、記録
する画像のサイズが確定すると、確定した画像のプリント一枚分だけ感光材料Ａを搬送す
る。この搬送後にパンチ５０が作動して、プリント１枚に対応するコマ情報が形成される
のは前述のとおりである。
ガイド８８はモータ８８Ｍによってこれを中心に回動可能に構成されており、通紙時には
、図中右側の端部がガイド９０の近傍、すなわち感光材料Ａをガイド９０に案内するよう
に位置し（閉塞）、先端通紙が終了すると、モータ８８Ｍによって回動されて、図２に示
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される通常の状態すなわち感光材料Ａのループから退避した位置とされる（開放）。
また、センサ９２は、第２ループ形成部５８にループが形成されていることを検出するた
めのセンサであり、通常の作動時にセンサ９２によって感光材料Ａのループが検出されな
い場合は、何らかのエラーが発生したと判断される。
【００２８】
図示例の装置においては、この第２ループ形成部５８に形成されるループのサイズすなわ
ち感光材料Ａの量（長さ）を、搬送ローラ対５６および副走査搬送系６０による感光材料
Ａの搬送量から検知（例えば、パルスで検知）するように構成されており、第２ループ形
成部５８の感光材料Ａの量に応じて、副走査搬送系６０による感光材料Ａの搬送が制御さ
れる。
すなわち、第２ループ形成部５８の感光材料Ａの量が所定量ｘ未満である場合には、副走
査搬送系６０による感光材料Ａの搬送を停止して、記録画像の確定に応じた搬送ローラ対
５６による搬送のみを行い、第２ループ形成部５８の感光材料Ａの量が所定量ｘを超える
と、副走査搬送系６０による感光材料Ａの搬送すなわち画像露光を行う。
なお、本発明はこれに限定はされず、副走査搬送系６０および搬送ローラ対５６による感
光材料Ａの搬送は、画像確定と画像露光の速度に応じて、第２ループ形成部５８の感光材
料Ａの量が所定量（範囲）となるように制御すればよい。
【００２９】
一方、第３ループ形成部６２は、下流方向に向かって、センサ９４、ガイド９６、搬送ロ
ーラ対９８、センサ１００を有する。
ガイド９６はモータ９６Ｍによってこれを中心に回動可能に構成され、通紙時には、図中
右側の端部が搬送ローラ対９８の近傍、すなわち感光材料Ａを搬送ローラ対９８に案内す
るように位置し（閉塞）、先端通紙が終了すると、モータ９６Ｍによって回動されて、図
２に示される通常の状態とされる（開放）。
また、センサ９４は、第３ループ形成部６２にループが形成されていることを検出するた
めのセンサであり、通常の作動時に、センサ９４によって感光材料Ａのループが検出され
ない場合は、何らかのエラーが発生したと判断される。
【００３０】
搬送ローラ対９８はパルスモータで駆動される搬送ローラであり、第３ループ形成部６２
の感光材料Ａの量が所定量ｙを超えると、プリント１枚分づつ間欠的に感光材料Ａを搬送
する。
図示例の装置は、前述の第２ループ形成部５８と同様に、第３ループ形成部６２の感光材
料Ａの量を、副走査搬送系６０および搬送ローラ対９８（後述する屈曲搬送部１０７）に
よる感光材料Ａの搬送量から検知（例えば、パルスで検知）するように構成されており、
第３ループ形成部６２の感光材料Ａの量に応じて、搬送ローラ対９８による感光材料Ａの
搬送が制御される。
すなわち、第３ループ形成部６２の感光材料Ａの量が所定量ｙ未満では搬送ローラ対９８
による感光材料Ａの搬送はせず、副走査搬送系６０による感光材料Ａの搬入のみが行われ
、第３ループ形成部６２の感光材料Ａが所定量ｙを超えると、搬送ローラ対９８による搬
送を行う。
なお、副走査搬送系６０および搬送ローラ対９８による感光材料Ａの搬送は、これに限定
はされず、画像露光の速度とバックプリント速度とに応じて適宜決定すればよいのは第２
ループ形成部５８と同様である。
【００３１】
なお、図示例の装置では、通常の状態では、感光材料Ａの搬送はセンサ１００によってコ
マ情報が検出された位置もしくは検出位置から所定の位置で停止され、搬送ローラ対９８
（屈曲搬送部１０７）による感光材料Ａの搬送は、このセンサ１００によるコマ情報の検
出結果に応じて、一枚ずつ断続的に行われる。
【００３２】
以下、第１ループ形成部４２～第３ループ形成部６２まで通紙およびループの初期形成に
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ついて説明する。
感光材料供給部２６に感光材料マガジン２７が装着されると、まず、引き出しローラ対３
６がセンサ３８によって先端が検出されるまで感光材料Ａを搬送する。この時点で、ガイ
ド４０，５２ａ……等の幅調整が行われ、また、各ループ形成部のガイド４９，８８およ
び９６（さらに、後述するリザーバ３ ガイド１１４ が閉塞される。
また、副走査搬送系６０のニップローラ８２および８４は、露光ドラム８０から離れ 位
置にある。
【００３３】
以上の動作が確認されると、引き出しローラ対３６、搬送ローラ対５６および９８等が駆
動して、センサ１００によって先端が検出される位置まで感光材料Ａが搬送される。
ここで、各ループ形成部のガイドはすべて閉塞しているので、第１ループ形成部４２～第
３ループ形成部６２には感光材料Ａのループは形成されず、直線的に搬送される。また、
それぞれの部位における感光材料Ａの搬送は、センサ５４および８６によって確認される
。
【００３４】
ここまで感光材料Ａが搬送されると、副走査搬送系６０のニップローラ８２および８４は
、露光ドラム８０に当接して感光材料Ａを挟持し、第１ループ形成部４２のガイド４９が
開放する。
次いで、引き出しローラ対３６および搬送ローラ４４が駆動して、第１ループ形成部４２
に感光材料Ａのループが形成され、センサ５２によってループが検出されると、ループの
形成を終了する。これ以降の第１ループ形成部４２（引き出しローラ対３６）への感光材
料Ａの搬送は、前述のとおりである。
【００３５】
第１ループ形成部４２のループ形成が終了すると、第２ループ形成部５８のガイド８８、
および第３ループ形成部６２のガイド９６が開放する。
最初に記録する画像が確定すると、パンチ５０が作動して画像の先端を示すコマ情報が形
成され、搬送ローラ対５６が確定された画像のプリント１枚分だけ感光材料Ａを搬送する
。以降、画像の確定に伴い、パンチ５０によるコマ情報の形成および搬送ローラ対５６に
よるプリント１枚分の搬送が行われ、第２ループ形成部５８にループが形成される。
このようにして、第２ループ形成部５８に形成されるループがセンサ９２によって検出さ
れる大きさになると、副走査搬送系６０が駆動して、最初のコマ情報がセンサ８６によっ
て検出される位置まで感光材料Ａを搬送する。これ以降の第２ループ形成部５８における
感光材料Ａの搬送は、前述のとおりである。
【００３６】
一方、感光材料Ａの走査露光（副走査搬送系６０による感光材料Ａの搬送）が開始される
と、第３ループ形成部６２にもループが形成される。
このループがセンサ９４によって検出される大きさになると、搬送ローラ対９８が駆動し
て最初に形成したコマ情報がセンサ１００で検出される位置まで感光材料Ａを搬送する。
これ以降の第３ループ形成部６２における感光材料Ａの搬送は、前述のとおりである。
【００３７】
露光部３０（第３ループ形成部６２）の下流には、バックプリント部３２が配置され、そ
の下流には、屈曲搬送部１０７が配置される。
デジタルフォトプリンタに利用される画像記録装置１２においては、プリントの裏面に原
稿フィルムの撮影日や感光材料Ａへの記録日等のプリントの各種のデータを記録する、裏
面への情報記録いわゆるバックプリントが行われ、図示例の装置では、このバックプリン
ト部３２がこれを行う。
【００３８】
バックプリント部３２は、印字装置１０２およびバックプリント時に感光材料Ａを所定位
置に支持するガイド１０４を有し、図示例の装置は、例えば、インクリボンカセットを用
いた熱転写によってバックプリントを行うものであって、印字装置１０２によってプリン
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トに対応したバックプリントを行う。なお、印字装置１０２としては、インクリボンカセ
ットを用いた熱転写以外にも、感圧転写やインクジェット等、公知の記録手段がすべて利
用可能である。
一方、屈曲搬送部１０７は、搬送ローラ１０６と、ローラ１０８ａ，１０８ｂおよび１０
８ｃに掛け渡され、搬送ローラ１０６に押圧されるエンドレスベルト１０８とからなるも
のであり、前述の第３ループ形成部６２の搬送ローラ対９８と同期して感光材料Ａを搬送
する。
【００３９】
前述のように、第３ループ形成部６２の感光材料Ａが所定量ｙを超えると、搬送ローラ対
９８と屈曲搬送部１０７とによって、プリント一枚分ずつ断続的に感光材料Ａが搬送され
る。
バックプリント部３２は、この搬送に同期して、感光材料Ａの裏面にバックプリントを行
う。ここで、感光材料Ａの搬送は、通常、センサ１００によってコマ情報が検出される位
置で一旦停止するので、印字装置１０２によるバックプリントの位置は、それに応じて設
定される。
【００４０】
なお、図示例においては、バックプリント部３２は露光部３０の下流に配置されているが
、本発明はこれに限定はされず、バックプリント部３２を露光部３０の上流に配置しても
よい。
ただし、前述の露光部３０と同様の理由で、バックプリント部３２を露光部３０の上流に
配置する場合であっても、画像位置情報形成部２８よりは下流側に配置されるのが好まし
い。
【００４１】
屈曲搬送部１０７の下流には、センサ１１０および第１カッタ１１２が配置され、その下
流には、リザーバ３４が配置される。
この第１カッタ１１２は通常の作動状態では使用されず、例えば、露光操作を終了した後
に、後述するリザーバ３４に収納される露光済の感光材料Ａをすべて排出する際等に感光
材料Ａを切断するものであって、センサ１１０によってソート情報やコマ情報を検出し、
この画像が記録されたプリントの後端で第１カッタ１１２を作動して感光材料Ａを切断す
る。
【００４２】
第１カッタ１１２の下流には、リザーバ３４（第４ループ形成部）が配置される。このリ
ザーバ３４は、露光済の感光材料Ａを巻取部７２に搬出する前に一時的に収容することに
より、画像記録装置１２の焼付搬送装置２２の処理速度（特に露光部３０の露光速度と巻
取部７２の巻取速度）との間に速度差がある場合に、その処理速度差を吸収する場所であ
る。このリザーバ３４を有することにより、高画質画像の感光材料Ａへの露光焼付と露光
済感光材料Ａの巻取とをスムーズかつ効率よく行うことができる。
【００４３】
本発明の画像記録装置１２において、リザーバ３４は感光材料Ａを収納できる通常の箱で
あってもよく、また、感光材料Ａの捩れを防止するためのガイド等を有するものであって
もよい。さらに、感光材料Ａの捩れをより好適に防止するために、感光材料Ａの幅方向の
サイズに応じて、リザーバ３４の幅を調整可能に構成してもよい。
【００４４】
リザーバ３４は、モータ１１４Ｍによって移動可能なガイド１１４、およびリザーバ３４
内の感光材料Ａを検出するセンサ１１６を有している。
ガイド１１４は、通紙時には、図中右側の端部が搬送手段１１８側、すなわち、感光材料
Ａを搬送手段１１８に案内するように位置し（閉塞）、先端通紙が終了すると、モータ１
１４Ｍによって移動されて、図２に示される通常の状態とされる（開放）。
また、センサ１１６は、リザーバ３４内に所定量以上の感光材料Ａが収納されていること
（リザーバ３４に所定以上のループが形成されていること）を検出するものである。
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【００４５】
リザーバ３４の下流には、 ローラ１２０とガイド１２２を有する搬送手段１１８が配
置される。
搬送手段１１８は、感光材料Ａをリザーバ３４から搬出して、排出部７６に搬送するもの
であり、巻取機７２のセンサ１７３の検出結果等に応じて、感光材料Ａをリザーバ３４か
ら搬送する。
【００４６】
搬送手段１１８の下流の排出部７６には、第２の画像位置情報を記録する第２画像位置情
報記録部１５０を有する。
ここで、画像位置情報形成部２８で形成されるコマ情報等の幅方向の位置は、感光材料Ａ
の幅によらず、感光材料幅方向の中心を基準として、例えば中心から左右に各４０ｍｍの
位置等の一定位置で行われる。しかしながら、現在使用されている分離型システムの現像
機等の処理装置の多くは、感光材料Ａの幅方向端部を基準として、例えば端部から４ｍｍ
の位置でコマ情報等の検出が行われるため、感光材料Ａの幅に応じてコマ情報の検出位置
が幅方向で異なる。従って、画像位置情報形成部２８で形成したコマ情報等を現像機が検
出できない場合も多い。
【００４７】
これに対して、第２画像位置情報形成部１５０は、ガイド１５２と、先に形成されたコマ
情報を検出するセンサ１５４と、第２のコマ情報等を形成するパンチ１５６と、ガイド１
５８および搬送ローラ１６０を有する搬送手段１６２と、感光材料Ａを検出するセンサ１
５９とを有するものであり、パンチ１５６によって、感光材料Ａの長手方向に対しては先
のコマ情報等と同位置で、かつ感光材料Ａの端部を基準として、端部から所定の位置に第
２のコマ情報およびソート情報を形成する。これにより、感光材料Ａの幅方向端部を基準
として一定距離の位置でコマ情報等の検出が行われるタイプの現像機等の処理装置にも対
応することができる。
【００４８】
パンチ１５６は、前述のパンチ５０と同様、四角形の孔を穿孔して第２のコマ情報等を形
成するものであるが、感光材料Ａのサイズに応じて、幅方向端部からのコマ情報の形成位
置を調整できるように、穿孔位置を感光材料Ａのサイズに応じて調整するように構成され
る。なお、パンチ１５６による第２のコマ情報等の形成位置は、現像機に設定された幅方
向を基準とする検出位置に応じて適宜決定すればよい。
パンチ１５６による穿孔位置の調整は公知の方法によればよい。穿孔位置は、感光材料Ａ
のサイズに応じて自動的に調整されるように構成してもよく、あるいは、オペレータが調
整する構成であってもよい。なお、感光材料Ａのサイズは、オペレータが入力するもので
あってもよく、また、感光材料マガジン２７の装填時等に自動的に検出する構成としても
よい。
【００４９】
画像記録装置１２においては、リザーバ３４のセンサ１１６によってループが検出され、
かつ後述する巻取部７２のアーム１７４が上方に回動してセンサ１７３で検出されると搬
送手段１１８が駆動し、同時に搬送手段１６２が駆動する。
搬送手段１１８から搬送された感光材料Ａは、ガイド１５２に案内されつつ図中上方に搬
送され、先に画像位置情報形成部２８で形成されたコマ情報等がセンサ１５４によって検
出される。感光材料Ａの搬送は、コマ情報等のセンサ１５４による検出の後、このコマ情
報がパンチ１５６に対応する位置となる所定量（時間）だけ搬送されると停止し、パンチ
１５６が駆動して現像機に対応した第２のコマ情報が形成される。第２のコマ情報等が形
成されると、搬送手段１１８および１６２が再度駆動を開始し、感光材料Ａはガイド１５
８に案内されつつ搬送ローラ１６０によって搬送され、巻取部７２に搬入される。
なお、搬送手段１１８等による感光材料Ａの搬送は、アーム１７４がセンサ１７５に検出
されると停止する。
【００５０】
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なお、本発明において、感光材料Ａのサイズ等によっては、画像位置情報形成部２８と第
２画像位置情報形成部１５０とで同位置に画像位置情報を形成する場合も生じるが、この
場合には、第２画像位置情報形成部１５０における画像位置情報の形成を停止してもよい
。
また、図示例の装置においては、パンチ１５６を用いて感光材料Ａを穿孔することによっ
て第２のコマ情報等を形成しているが、本発明はこれに限定はされず、先と同様にライン
やドット等によるマークを記録することによってコマ情報等を形成してもよい。すなわち
、本発明においては、現像機に設置されるコマ情報等の検出方法に応じた各種の方法で第
２のコマ情報等を形成すればよい。
【００５１】
排出部７６の搬送方向下流には、巻取部７２が設けられる。
巻取部７２は、テンションローラ（ダンサローラ）１６６と、入口ローラ１６８と、幅ガ
イドローラ１７０と、センサ１７３および１７５と、巻取スプール１８０とを有する。
テンションローラ１６６は、図１に示されるように、一端を支軸１７２によって回動自在
に支持されるアーム１７４に軸支されており、図示しない付勢手段によって弱く下方（矢
印方向）に付勢されている。このテンションローラ１６６を有することによって、排出部
７６等における感光材料Ａ搬送の停止や再搬送、巻取スプール１８０の回転・停止を吸収
することができ、かつ感光材料Ａの巻き取りを安定したものとすることができ、また、巻
き取りによる第２のコマ情報等の形成への悪影響を無くすことができる。さらに、巻取部
７２には、アーム１７４を検出するセンサ１７３および１７５が配置される。
【００５２】
巻取スプール１８０は、感光材料Ａを巻き取る芯棒となるもの、正確には感光材料Ａを巻
き取る芯棒となる紙管を固定するものであって、図示しない回転駆動源に係合され、セン
サ１７３および１７５によるアーム１７４の検出結果に応じて、駆動・停止して、感光材
料Ａを巻き取るものである。
具体的には、搬送手段１１８および１６２が駆動して感光材料Ａが搬送され、テンション
ローラ１６６によって形成される感光材料Ａのループが大きくなり、アーム１７４が下方
に回動してセンサ１７５に検出されると、巻取スプール１８０が回転して感光材料Ａを巻
き取る。巻取スプール１８０によって感光材料Ａが巻き取られ、テンションローラ１６６
によって形成される感光材料Ａのループが小さくなって、アーム１７４が上方に回動して
センサ１７３に検出されると、巻取スプール１８０は回転を停止する。このようにして巻
取スプール１８０に巻き取られた感光材料Ａは、巻取終了後、画像記録装置１２の巻取部
７２から取り出され、図示しない現像装置（自動現像機）に装填され、現像に供される。
【００５３】
次に、本発明の最も特徴とする巻取スプール１８０の構成について説明する。
図３（ａ）に、巻取スプール１８０の側面図を、図３（ｂ）に、巻取スプール１８０のカ
バー１９４を外した状態における端面図を示す。
巻取スプール１８０は、スプール本体１８２、規制フランジ１８４および取付機構１８６
から構成される。
スプール本体１８２は、芯棒となる紙管（図示せず）を固定し、この紙管を回転させるこ
とにより、この紙管に感光材料Ａを巻回するためのものであり、図示しない駆動源と連結
され駆動軸１６４に回転可能に支持されることにより、駆動源の回転駆動により駆動軸１
６４と一体となって回転駆動するように構成される。図示例のスプール本体１８２は、中
心軸方向に複数、図示例では二つに分離可能に分割片１８３ａと１８３ｂとから構成され
る円筒状の部材であり、付勢リング１９６、１９６により両端が中心方向に付勢された状
態で保持されることで１本のスプール芯を形成する。駆動軸１６４に連結される側と反対
側の開放端には紙管ロック機構２００が設けられる。さらに、スプール本体１８２の側面
には、複数の巻取スプール溝１８２ａの列および長孔１８２ｂが２組形成されている。
【００５４】
巻取スプール溝１８２ａは、焼付搬送装置２２からセンター基準で搬送されてくる感光材
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料Ａの各種の幅に対応できるように、感光材料Ａの端部を規制しうる位置に設けられる規
制フランジ１８６を固定するためのコの字型摺動板１８８が嵌入されるための溝であり、
スプール本体１８２の外周上の対極位置に中心軸に垂直方向に平行に複数本形成される。
長孔１８２ｂは、規制フランジ１８６に一方向に移動可能に取り付けられる回転防止ピン
１９０が嵌入されるための長尺状の孔で、スプール本体１８２の外周に中心軸方向に沿っ
て設けられるものであり、回転防止ピン１９０によって規制フランジ１８４をスプール本
体１８２に対して相対的に回転できないようにするとともに、スプール本体１８２の外周
上に沿ってその中心軸方向に規制フランジ１８４を感光材料Ａの幅に応じて移動すること
ができるようにするためのものである。
【００５５】
ところで、前述のように、従来型の巻取スプールにおいては、このような巻取スプール溝
はスプール本体に一元的に設けられていた（すなわち、スプール本体１８２の中心軸垂直
方向の位置（以下、サイトという）によらず、溝の配置が一律に定まる）ために、１台の
巻取スプールを互いに幅が極めて近接した複数種の感光材料に対応させようしても、巻取
スプールにおける溝の位置が接近しすぎて重複し、これら複数本の溝が繋がって１本の幅
広の溝として形成されてしまい、規制フランジ１８４を機械的に設定できない場合が生じ
ることから、１台の巻取スプールのみでは幅が近接した複数種の感光材料には対応するこ
とができなかった。
これに対し、本発明では、基本的には、スプール本体１８２の外周上に多元的に巻取スプ
ール溝１８２ａを形成させること、すなわち、スプール本体１８２のサイトに応じて異な
った系列の巻取スプール溝１８２ａを形成させることで、互いに近接した感光材料幅に対
応した複数の溝であっても重複して一本に繋がらないようにして、上記課題を解決したも
のである。
【００５６】
図４に、図３（ａ）の巻取スプールのＩＩＩ　－ＩＩＩ　面における断面図を示す。なお
、この図示例の断面は、互いに近接した感光材料幅に対応した巻取スプール溝１８２ａお
よび１８２ａ’が２系列に区分して形成された箇所における断面を示している。
同図から分かるように、スプール本体１８２には、２本の長孔１８２ｂ、１８２ｂ’が６
０度隔てて外周方向に形成されている。この長孔１８２ｂ、１８２ｂ’のそれぞれに対し
て別系列の巻取スプール溝１８２ａ、１８２ａ’が対応するように形成される。すなわち
、長孔１８２ｂに対して±９０度の位置を中心として合計２本の巻取スプール溝１８２ａ
、１８２ａがスプール本体１８２の外周上に対極をなして形成される。また、この長孔１
８２ から６０度離れた位置の長孔１８２ｂ’に対して±９０度の位置を中心として合計
２本の巻取スプール溝１８２ａ’、１８２ａ’がスプール本体１８２の外周上に対極をな
して形成されている。すなわち、長孔１８２ｂ、１８２ｂ’の位置に対応して２通り（２
系列）の溝の選択が可能となる。
【００５７】
また、巻取スプール溝１８２ａ、１８２ａ’の形状は、摺動板１８８が挿入して嵌合しう
るように、互いに平行に形成される。
なお、図示例の巻取スプール溝１８２ａは、その中心がスプール本体１８２に対して６０
度隔てた位置に２系列（合計４列）に形成されているが、さらに１系列（２列）増やして
６列とすることもできる。このようにすれば、適用可能な感光材料Ａの種類をさらに広げ
ることができる。
また、深さを浅くできれば、溝の長さをさらに短くすることができるので、さらに多くの
系列の巻取スプール溝を形成することも可能であるが、摺動板１８８と一対の巻取スプー
ル溝１８２ａ，１８２ａとの掛合が浅くなり、外れる恐れもでてくることから、最大で３
系列程度が好ましい。
さらに、巻取スプール溝１８２ａの本数が多くても、使用する巻取スプール溝１８２ａの
位置を容易に特定することができるように、使用頻度の高いと想定される感光材料の幅に
対応する巻取スプール溝１８２ａの端部近傍にマークを付しておいてもよいし、寸法（感

10

20

30

40

50

(12) JP 3628456 B2 2005.3.9

ｂ



光材料Ａの幅）を表示してもよい。
【００５８】
規制フランジ１８４は、スプール本体１８２に巻回される感光材料の側端を揃えるための
円板状の部材であり、中心部に形成された穴にスプール本体１８２が挿通され、取付機構
１８６を介して固定される。また、規制フランジ１８４は、軽量化を図るために円状の切
り抜き１８ ａが６箇所形成されているが、この切り抜き１８ ａの数および形状は特に
限定されるものではなく、一切有していなくてもよい。
【００５９】
取付機構１８６は、摺動板１８８、回転防止ピン１９０、付勢ばね１９２およびカバー１
９４から構成される。
摺動板１８８は、巻取スプール溝１８２ａ、１８２ａ（１８２ａ’、１８２ａ’）と内側
で嵌合して、規制フランジ１８４のスプール本体１８２中心軸方向の位置決めをし、かつ
、その位置に固定するためのコの字型の板状部材であり、外側の一辺の端部が垂直に折れ
曲がって把手１８８ａが形成される。このコの字状摺動板１８８は、カバー１９４によっ
て規制フランジ１８４上をその中心を通る１方向のみにスライド（摺動）できるように規
制され、かつ、コの字状の摺動板１８８の両先端に両端が取り付けられた付勢ばね１９２
によってそのスライド方向に沿って規制フランジ１８４の中心方向に付勢され、巻取スプ
ール溝１８２ａ、１８２ａに対して挿脱可能に設けられる。なお、摺動板１８８は、図示
例の形状に限られず、一対の巻取スプール溝１８２ａ、１８２ａと嵌合し、かつ、付勢ば
ね１９２によって中心方向に付勢される形状のものであればどのようなものでもよく、特
に限定されない。
【００６０】
回転防止ピン１９０は、スプール本体１８２のスプール溝１８２ａまたは１８２ａ’の２
系列のうちのいずれの系列を使うかを決めるために長孔１８２ｂまたは１８２ｂ’から抜
脱して規制フランジ１８４とともにスプール本体１８２の外周上を回転して長孔１８２ｂ
または１８２ｂ’のいずれかに挿入することにより、規制フランジ１８４のスプール本体
１８２の中心軸に垂直な外周上の位置決めをして、規制フランジ１８４とスプール本体１
８２との間の相対的回転を規制するためのものである。後端はピン１９０を規制フランジ
１８４上で前記摺動板１８８の摺動方向と同じ方向で逆向きに摺動可能に支持する支持板
状部材１９０ａが取り付けられ、支持板１９０ａのピン１９０と反対側の端部には折れ曲
がって把手が形成される。この回転防止ピン１９０は、カバー１９４によって前記摺動方
向のみに移動できるように規制し、付勢ばね１９２によって前記摺動方向に沿って規制フ
ランジ１８４の中心方向に付勢され、長孔１８２ｂ、１８２ｂ’に対して挿脱可能に設け
られる。回転防止ピン１９０も、長孔１８２ｂに嵌入しうる突起を有し、かつ、付勢ばね
１９２によってピン１９０を中心方向に付勢されるものであれば、特に限定されない。
【００６１】
付勢ばね１９２は、その両端が摺動板１８８の両端にそれぞれ固定され、回転防止ピン１
９０の支持板１９０ａに張架されることにより、摺動板１８８と回転防止ピン１９０とを
規制フランジ１８４の中心方向に付勢して保持するためのものであるが、ばねの他、ゴム
等の公知の付勢手段が使用可能である。したがって、摺動板１８８と回転防止ピン１９０
は付勢ばね１９２によって付勢された状態のままで、それぞれ独立にスプール本体１８２
からの挿脱が可能となる。
【００６２】
カバー１９４は、摺動板１８８、回転防止ピン１９０および付勢ばね１９２を規制フラン
ジ１８４の面上に摺動方向を規制して保持するための板状の部材であり、摺動板１８８、
回転防止ピン１９０および付勢 １９２の規制フランジ１８４中心付近を覆うように構
成される。図示例のカバー１９４は、摺動板１８８および回転防止ピン１９０の支持板１
９０ａの両側および上面を規制して、摺動板１８８とピン１９０とが規制フランジ１８４
の中心に対して対向する位置に、中心線上で摺動できるようになっている。また、摺動板
１８８および回転防止ピン１９０の支持板１９０ａを、規制フランジ１８４上で、一方向
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のみに摺動可能に規制する構成としてもよく、この場合にはカバー１９４ くてもよい
。
【００６３】
図５にスプール本体１８２の開放端部分の概略とそこに内蔵される紙管ロック機構２００
の概略を示す部分断面図を示す。
ロック機構２００は、紙管２１０をスプール本体１８２に固定（ロック）し、両者を一体
となって回転させて、スプール本体１８２の空回りを防止するためのものであり、少なく
ともスプール本体１８２の駆動軸１６４と連結する側の反対側の開放端に設けられ、基本
的に、偏心レバー２０２と、側端部材２０４と、連結棒２０６と、スプール本体１８２を
構成する半円筒状分割片１８３ａおよび１８３ｂとから構成される。なお、図５には、ス
プール本体１８２の開放端側の一部しか図示されていないが、駆動軸１６４と連結する側
の端部のロック機構２００を説明する上でのスプール本体１８２の断面構造も、図示され
た開放端側の構造と、偏心レバー２０２がなく、連結棒２０６の図示しない他端が図示し
ない側端部材 直接係止されている点を除いて同様である。
【００６４】
側端部材２０４は、スプール本体１８２の開放端を閉塞し、かつ、偏心レバー２０２によ
るスプール本体１８２の中心軸方向内側への押動によって付勢 １９６の付勢力に抗
して分割片１８３ａと１８３ｂとを押し開き、その結果、スプール本体１８２の径を大き
くして、紙管２１０をスプール本体１８２に固定するためのものであり、スプール本体１
８２の中心軸方向内側に向かって径が減少するようにテーパー形状を有する円錐台状の部
材である。側端部材２０４には、側端部材２０４の中心軸に沿って連結棒２０６が挿通さ
れるための貫通穴２０４ａが形成されている。また、図示しないが、スプール本体１８２
の駆動軸１６４が連結される側の側端部材にはその中心に連結棒２０６が固定される。な
お、この側端部材は、テーパ状の内面形状を有していなくても良い。
【００６５】
偏心レバー２０２は、図５に示すスプール本体１８２の中心軸に平行なアンロック位置か
ら図３（ａ）に示すロック位置まで回動することにより側端部材２０４をスプール本体１
８２側に押圧してスプール本体１８２の径を拡げることにより紙管２１０をスプール本体
１８２に固定させるためのものであり、側端部材２０４の外側と接するレバー基端部分が
偏心カムプロファイルをもつ部材である。偏心レバー２０２の偏心軸２０３は、側端部材
２０４の貫通穴２０４ａを貫通してスプール本体１８２の中心軸に沿うように設けられる
連結棒２０６に回転可能に連結される。
連結棒２０６は、図示しない駆動軸１６４が連結される側の側端部材と偏心レバー２０２
の偏心軸２０３とを開放端側の側端部材２０４の貫通穴２０４ａを経て連結するためのも
のである。
【００６６】
図示例の紙管ロック機構２００においては、偏心レバー２０２の位置をアンロック位置か
らロック位置に変えることにより、連結棒２０６により図示しない他端の側端部材に係止
された偏心レバー２０２の偏心軸２０３と側端部材２０４の外側端面までの距離を増加さ
せて、側端部材２０４を分割片１８３ａおよび１８３ｂの間に押し込んで、両分割片１８
３ａおよび１８３ｂを押し拡げ、スプール本体１８２の外径を大きくして紙管２１０をロ
ックすることができる。また、紙管２１０に露光済感光材料Ａを所定量巻き取った後、偏
心レバー２０２の位置をロック位置からアンロック位置に変えることにより、偏心軸２０
３と側端部材２０４の外側端面までの距離を減少させて、側端部材２０４を分割片１８３
ａおよび１８３ｂの間から抜き出し、両分割片１８３ａおよび１８３ｂを縮めて合わせ、
スプール本体１８２の外径を小さくして紙管２１０をアンロックする、すなわち紙管２１
０のスプール本体１８２への固定を解くことができる。
なお、このようなロック機構２００は、図示例のものに限定されず、紙管２１０のスプー
ル本体１８２への固定とその解除を簡単に出来るものであれば、どのようなロック機構で
あってもよい。
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【００６７】
本発明の画像記録装置の巻取部に用いられる巻取スプールは基本的に以上のように構成さ
れるが、以下に、その作用、すなわち、図示例において、使用する感光材料Ａの幅に合わ
せる場合の巻取スプール１８０の作用について説明する。
最初に、巻取スプール１８０のスプール本体１８２の開放端にある偏心レバー２０２を図
５に示すアンロック（解放）位置にし、使用する感光材料Ａの幅に応じたスプール溝１８
２ａの位置を確認し、このスプール溝１８２ａの中心位置から外周方向に９０度離れた位
置の長孔１８２ｂを予め選択することにより、使用するスプール溝１８２ａの系列を決め
ておく。
【００６８】
ここでまず、規制フランジ１８４を、使用するスプール溝１８２ａの存在する系列に合わ
せるために、先に選択した長孔１８２ｂに回転防止ピン１９０を挿入する。具体的には、
巻取スプール１８０の摺動板１８８および回転防止ピン１９０の両方を付勢ばね１９２の
付勢力に抗して引っ張り、摺動板１８８をスプール溝１８２ａから、回転防止ピン１９０
を長孔１８２ｂからそれぞれ引き抜いた状態にし、規制フランジ１８４をスプール本体１
８２の外周方向にも、中心軸方向にもフリーな状態とする。この状態のまま、規制フラン
ジ１８４をスプール本体１８２に対して外周方向に回転させ、回転防止ピン１９０の先端
部を先に選択した長孔１８２ｂに挿入し、すなわち使用するスプール溝１８２ａの系列を
選択し、スプール本体１８２の外周方向に固定する。
【００６９】
次に、規制フランジ１８４を、使用するスプール溝１８２ａに固定するために、このスプ
ール溝１８２ａに摺動板１８８を嵌合する。具体的には、摺動板１８８のみを付勢ばね１
９２の付勢力に抗して引っ張り、摺動板１８８をスプール溝１８２ａから外した状態にし
、規制フランジ１８４をスプール本体１８２の中心軸方向のみにフリーな状態とする。こ
の状態のまま、規制フランジ１８４をスプール本体１８２に対して中心軸方向に摺動し、
目的とする感光材料Ａの幅と一致したスプール溝１８２ａに合わせ、摺動板１ をこの
スプール溝１８２ａに嵌入し、スプール本体１８２の中心軸方向に固定する。これにより
、スプール本体１８２に対して規制フランジ１８４の位置を、使用する感光材料Ａの幅に
一致させることができる。
【００７０】
このように感光材料Ａに応じてセッティングされた巻取スプール１８０は、駆動源（図示
せず）に連結した駆動軸１６４に連結され、駆動軸１６４と一体として回転可能に固定さ
れる。ここで、スプール本体１８２には紙管（図示せず）が装填され、紙管ロック機構２
００をロックすることにより、スプール本体１８２に固定される。この時、幅ガイドロー
ラ１７０は感光材料Ａの幅に合わせてコインロックネジで交換しておく。
【００７１】
以下、リザーバ３４から排出部７６、巻取スプール１８０への感光材料Ａの通紙について
説明する。
上述のように巻取スプール１８０をセットした画像記録装置１２において、先に、第３ル
ープ形成部６２までのループ形成で説明したように、センサ１００に先端を位置して待機
していた感光材料Ａが搬送され、先端がセンサ１５４で検出された時点で、搬送手段１１
８による感光材料Ａの搬送が停止し、また、ガイド１１４が開放され、感光材料Ａがリザ
ーバ３４に収容される。
【００７２】
リザーバ３４に収容される感光材料Ａの量（画像数）が所定量を超えると、搬送手段１１
８および１６２が駆動して、先端が排出部７６のセンサ１５９に検出されるまで感光材料
Ａを搬送する。
感光材料Ａがセンサ１５９に検出され、また、リザーバ３４のセンサ１１６によって所定
以上のループが形成されていることが確認されると、再度搬送手段１１８および１６２に
よって感光材料Ａが搬送され、搬送量が所定長になると、例えば、ブザーがなってオペレ
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ータに感光材料Ａの先端を巻取スプー １８０のスプー 本体１８２に巻き付けを行う旨
の指示が出される。
【００７３】
オペレータは、この指示に応じて、巻取部７２のカバー（図示省略）を開放して、感光材
料Ａを、 ローラ１６８→テンションローラ１ →幅ガイドローラ１７０の順で掛回
し、先端をスプール本体１８２に巻き付け、セットする。
次いで、スプール本体１８２による感光材料Ａの巻き取りが行われ、アーム１７４がセン
サ１７５に検出され、さらにセンサ１７３に検出されると巻き取りが停止し、例えば、ブ
ザーによって巻き付けが完了したことが報告される。
なお、以上説明した感光材料Ａの通紙および巻き付けにおいて、コマ情報がセンサ１５４
に検出されると、前述のように感光材料Ａは所定量搬送されて一旦停止し、第２のコマ情
報が形成される。
【００７４】
本発明の画像記録装置は、基本的にこのような構成を有するものであるが、以下に、その
作用について説明する。
第１ループ形成部４２のセンサ５２によってループが検出されなくなると、引き出しロー
ラ ３６が駆動して所定量の感光材料Ａを感光材料マガジン２７から引き出して、第１ル
ープ形成部４２に搬送する。
第１ループ形成部４２に搬送された感光材料Ａは、次いで 情報形成部２８に搬送
される。前述のように、図示例の装置では、記録する画像が確定すると、下流に配置され
る第２ループ形成部５８の搬送ローラ対５６が、その画像のプリント１枚分だけ感光材料
Ａを搬送するので、 情報形成部２８は、プリント１枚分だけ感光材料Ａが搬送さ
れる毎にパンチ５０を駆動して、コマ情報（および／またはソート情報）を形成する。
【００７５】
コマ情報を形成された感光材料Ａは第２ループ形成部５８に搬入され、第２ループ形成部
５８の感光材料Ａの量が所定量ｘ以上になると副走査搬送系６０が駆動して、露光部３０
に搬送され、露光ドラム８０によって所定の露光位置に保持されつつ副走査搬送される。
この搬送により、センサ８６がコマ情報を検出して、光ビーム走査装置２４による感光材
料Ａの露光開始位置が検出され、感光材料Ａの露光開始位置が露光位置に搬送されると、
露光条件に応じて変調しかつ主走査方向に偏向した光ビームＬによって、副走査搬送され
る感光材料Ａを走査露光し、潜像を形成する。
潜像が形成された感光材料Ａは、第３ループ形成部６２に搬入され、第３ループ形成部６
２の感光材料Ａの量が所定量ｙ以上になると、搬送ローラ対９８等が駆動してバックプリ
ント部３２に搬送される。
【００７６】
潜像が形成された感光材料Ａは、バックプリント部３２を通過することでインクリボンカ
セットを用いる印字装置１０２によってフィルム撮影日等の情報をバックプリントされる
。ここで、前述のように、第３ループ形成部６２から搬出された感光材料Ａは、コマ情報
がセンサ１００に検出される位置で一旦停止し、第３ループ形成部６２の感光材料Ａ量に
応じてプリント１枚分づつバックプリント部３２に搬送されるので、バックプリント位置
は、センサ１００から印字装置１０２までの距離に応じて適宜決定すればよい。
【００７７】
バックプリントを行われた感光材料Ａは、屈曲搬送部１０７等によってリザーバ３４に収
容され、待機し、搬送手段１１８によってリザーバ３４から排出され排出部７６に搬送さ
れる。
排出部７６では、センサ１１６によってリザーバ３４に所定のループが形成されているこ
とが確認され、かつ巻取部７２のアーム１７４がセンサ１７３に検出されると、搬送手段
１１８および１６２が駆動して、感光材料Ａをリザーバ３４から排出部７６を経て巻取部
７２に搬送する。また、この搬送は、アーム１７４がセンサ１７５に検出されると、ある
いはセンサ１１６によってリザーバ３４のループが検出されなくなると、停止する。
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ここで、搬送手段１１８等による感光材料Ａの搬送は、先に画像位置情報形成部２８で形
成されたコマ情報がセンサ１５４に検出された後、このコマ情報がパンチ１５６の位置と
なる所定長搬送されると一旦停止し、パンチ１５６が駆動して第２のコマ情報を形成する
。
【００７８】
巻取部７２においては、焼付搬送機２２からの感光材料Ａの搬入でアーム１７４が下方に
回動し、アーム１７４がセンサ１７５に検出されると、感光材料Ａの搬入が停止して、同
時に巻取スプー １８０が回転して感光材料Ａをスプー 本体１８２に巻き取る。
また、巻き取りによってアーム１７４が上方に回動して、アーム１７４がセンサ１７３に
よって検出されると巻き取りは停止し、さらに、センサ１１６によってリザーバ３４に所
定のループが形成されていることが確認されると、前述のように巻取部７２への感光材料
Ａの搬入が再開される。
【００７９】
以上、本発明の画像記録装置について詳細に説明したが、本発明は上記実施例に限定はさ
れず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良および変更を行ってもよいの
はもちろんである。
【００８０】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明によれば、感光材料が感光材料幅方向の中心を基準
として搬送される画像記録装置において、感光材料の幅の変更に対する巻取スプールの設
定変更が極めて簡便で、かつ、幅が近接した感光材料に対しても同様の簡便な操作で設定
変更が可能であり、仕向地別の巻取スプールの作り分けが不要な画像記録装置が提供され
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の画像記録装置の一実施例の概略図である。
【図２】図１に示される画像記録装置の部分拡大概略図である。
【図３】図１に示される画像記録装置の巻取部の巻取スプールの一実施例の概略図である
。（ａ）は側面図、（ｂ）はカバーを外した状態の端面図である。
【図４】図３に示される巻取スプールのスプール本体の断面図である。
【図５】図３に示される巻取スプールの紙管ロック機構を示す部分断面図である。
【符号の説明】

２０　電装部
２２　焼付搬送装置
２４　光ビーム走査装置
２６　感光材料供給部
２７　感光材料マガジン
２８　コマ情報形成部
３０　露光部
３２　バックプリント部
３４　リザーバ
３６　引き出しローラ対
３８，５２，５４，８６，９２，９４，１００，１０５，１１０，１１６ ５４，１５
９，１７３，１７５　センサ
４０，５０，５２ａ，５２ｂ，８８，９０，９６，１０４，１１４，１２２ ５２，１
５８　ガイド
４２　第１ループ形成部
４４　 ローラ
８２，８４　ニップローラ
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ル ル

１１　装置本体
１２　画像記録装置

，１

，１

搬送



５０，１５６　パンチ
５６，９８　搬送ローラ対
５８　第２ループ形成部
６０　副走査搬送系
６２　第３ループ形成部
７２　巻取部
７６　排出部
８０　露光ドラム
１０２　印字装置
１０６，１２０，１６０　搬送ローラ
１０７　屈曲搬送部
１０８　エンドレスベルト
１１２　第１カッタ
１５０　第２画像位置情報形成部
１６２　搬送手段
１６４　駆動軸
１６６　テンションローラ
１６８　入口ローラ
１７０　幅ガイドローラ
１７２　支軸
１７４　アーム
１８０　巻取スプール
１８２　スプール本体
１８２ａ　スプール溝
１８２ｂ　長孔
１８３ａ，１８３ｂ　半円筒状分割片
１８４　規制フランジ
１８６　取付機構
１８８　摺動板
１９０　回転防止ピン
１９２　付勢ばね
１９４　カバー
１９６　付勢リング
２００　紙管ロック機構
２０２　偏心レバー
２０３　偏心軸
２０４　側端部材
２０４ａ　貫通穴
２０６　連結棒
２１０　紙管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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